
○コアジサシとは… 
 環境省レッドリスト ：絶滅危惧種Ⅱ類 
 岐阜県ﾚｯﾄ゙ﾃ゙ ﾀーﾌ゙ｯｸ ： 絶滅危惧種Ⅱ類 
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・河床形状をできるだけ維持し、環境の改変を抑える 
・営巣時期に冠水し難い河床高(T.P4.10程度)を確保 
・平水位以上での施工により現況河道を維持 

木曽川上流河川事務所 工務課設計係 伴野好美  

コアジサシの卵 

約２～３ｃｍ 
ウズラの卵程度 

◎現場の環境状況 

 当該中州では、コアジサシの営巣が確認されている。 

また、平成２７年には「清流長良川の鮎」が世界農業遺
産に認定されているため、特に自然環境への配慮が必
要である。 

 当該区間は流下能力向上を目的に木曽川水系河川整備
計画において当該中州の河道掘削が位置づけられている。 

コアジサシの営巣及び鮎に影響のない１２月～３月に施工 

◎環境に配慮した施工時期・掘削断面の検討 

※稚鮎の降下は11月末、鮎の遡上が本格化するのが4月からで
ある。また、漁協と協議し、3/20以降は水際部を触る工事は行わ
ないこととしている。 

以上の現場環境から、本工事において施工の情報化の活用 
 ①１２月～３月の限られた施工期間での掘削  （施工期間の制約） 
 ②広大な範囲での35,000m3の土量の掘削 （工期、労務の短縮） 
 ③河道内中州(水際部)での作業 （繊細な出来高管理） 
 

 i - Construction ～建設現場の生産性向上の取り組み～ 

施工の情報化 (ICT技術の活用) 

i-Constructionにおいて、生産性向上が遅れている土工建設現場や今後予想

される労働力不足など建設業がかかえるさまざまな問題から施工の情報化
が注目され、ICT技術の活用が進められている。 

 

工事の概要 

植被率の低い 
砂礫河原を好む 

コアジサシの営巣 

全長約３０ｃｍ 

夏鳥 

建設生産プロセスでICTや３次元データ等を活用し、2025年までに建設現場の生産性２割向上を目指します。 

環境に配慮した河道掘削工事へのＩＣＴ技術の活用 



 ＩＣＴ建設機械による施工  

◎マシンコントロールバックホウ 

◎マシンコントロールブルドーザ 

オペレーター用のモニター 

 ICT技術の活用により、土工において人手が必要
となる丁張り作業の省略やICT建設機械での施工に

より効率良く掘削を行うことで、工期や施工方法な
ど限られた現場条件の中で生産性を向上させて施
工を進めることができる。 

 一方、現場ではさまざまな課題が挙げられており、
今後、受発注者ともにICT技術導入への勉強と改善
が必要であると考えられる。 

今後の展開 

 特に、本工事のような掘
削においては、バックホウ
で粗掘りをおこない、残っ
た底面付近の整形を
MCBDで行うと非常に効率
が良くなる。 

設計ラインで 
ブレードが自動制御 

水際部や床面が見えない
箇所での掘削に有効 

現況 

設計ライン 

設計ラインで 
アームとバケットが自動停止 

バケットが設計面に沿って自動で上昇 

◎ICT建設機械の導入によるメリット 
□丁張不要(工期・人員の削減) 

□特に広範囲の施工では若手でも効率良く
精度の高い施工が可能 

□ＩＣＴ建機からの情報により、最適な機械配
置の判断・進捗状況や出来形状況の確
認が可能 

オペレーター用モニター 

整形状況の色別表示 

◎今後の課題・改善点 
□ICT建設機械の導入による技術力の低下。水際部の

アンジュレ－ション、最終整形などの施工部分について
は、熟練技術が必要となる。 

□モニターに意識がいってしまい死角ができ   
  危険性が高い。 

□出来形管理が大変。 

□ICT建設機械頼りで施工してしまうと、データ 
  の間違いがあった場合、大きなミスを犯して 
  しまう可能性がある。 

□現状、３次元データでの発注を行っていないこと 
  が受注者の負担となっている。 

□i-Constructionの運用について受発注者ともに 
  理解不足であり、また、要領が多い。 

ICT施工についての説明 

事務所職員の 
ICT建設機械(BD,BH)の操作体験 

◎ＩＣＴ技術を活用した施工技術勉強会 

 対象 者： 事務所職員 
 計48名 (県職員含む) 
 場所 ： 本工事現場 

(H29.2.3) 


